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容 

 

概  要 

 

富山県産業技術研究開発センターに整備された試験機器集中管理システム

を用いて、遠隔で製品の健全性評価を行えるようにすることで、環境試験を効

率化することができます。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来は、一定期間環境試験を実施した後に、製品を評価する必要があり、環

境試験の途中で製品が故障した場合、無駄に環境試験を実施することになり非

効率でした。本技術で、遠隔常時モニタリングすることで、一定の条件下で無

駄な環境試験を 76.8%削減できました。 

本技術の 

有用性 

製品の信頼性確保のために、環境試験が広く行われていますが、本技術を用

いることで、環境試験を大幅に効率化することができ、新製品の開発スピード

や生産性を向上させ、製品の付加価値を高めることができます。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

適用可能製品 
おおよそあらゆる製品に適用することができる。特に、電子機器、電子部品、

自動車部品への応用が期待できる。 
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N:計測間隔(サイクル) 

遠隔モニタリングシステム 
無駄な試験の削減率 


